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−中流域を中心に−

豊田市矢作川研究所
白金晶子

2018/8/24 矢作川流域圏懇談会



水を取り巻く過去から現在

矢作川の水質の現状

まとめ

矢作川の“水”
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「汚染される矢作川」

昭和44年2月8日 毎日新聞
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濁水の矢作川

泡まみれの矢作川 矢作川に流れ出す濁水

3



3

矢作川流域の災害と環境保全の取り組み
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(小林, 1960, 国土交通省水文水質データベースより作図）
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矢作川中流の水質 (栄養塩) の変化
（明治用水頭首工直上）
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矢作川、矢作川支流、逢妻川の
水質変化（BOD）
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

 矢作川中流，その主な支流および

逢妻男川・ 女川の水質

 矢作川の源流から河口までの水

質、植物プランクトンの変化

 明治用水頭首工周辺の水環境

矢作川の水質の現状
－2000年代以降の水質－
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1.0 未満
1.0以上 2.0未満
2.0以上 3.0未満
3.0以上 5.0未満
5.0以上 10.0未満
10.0以上

豊田市, 1973より作図

豊田市内の主な河川の水（BOD）
1972年
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豊田市内の主な河川の水質（BOD）
2015年

豊田市, 2016より転載
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
 矢作川中流，その主な支流および

逢妻男川・ 女川の水質

 矢作川の源流から河口までの水

質、植物プランクトンの変化

 明治用水頭首工周辺の水環境

矢作川の水質の現状
－2000年代以降の水質－
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源流 河口
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
矢作川，その主な支流および逢妻男

川・女川の水質

 矢作川の源流から河口までの水質、植

物プランクトンの変化

明治用水頭首工周辺の水質の変化

矢作川の水質の現状
－2000年代以降の水質－

14

明治用水頭首工周辺の水環境
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e 安永川流入

f 巴川合流
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水質の変化
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流下懸濁物量
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
 矢作川中流域の栄養塩濃度は減少傾向

逢妻男川・女川では水質が大きく改善したが、
女川では近年、増加傾向

矢作川上流から下流に向け、栄養塩は増加

流量が少ない時、植物プランクトンはダム湖で
増加し、下流に向けて増加

明治用水頭首工周辺で取水により、下流の流量
が減少、栄養塩、懸濁物が増加し、巴川の合流
で水が入れ替わる

まとめ
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